
 

1 

.  

Ｎｏ．７６５ 

 ２０２０．１０．１６ 

 

 
 

BluetoothⓇを搭載しスマートフォンでの遠隔操作が可能に 
エア吐出量と静音性の向上も実現した 

ハンディコンプレッサ『ＡＫ－ＨＬ１１１０Ｅ２』新発売 
  

マックス株式会社（証券コード：６４５４）は、当社ハンディタイプでは初となる BluetoothⓇの搭載によ

りスマートフォンでの遠隔操作を可能にしたハンディコンプレッサ『ＡＫ－ＨＬ１１１０Ｅ２』を、１０月１９

日より、全国の金物店、利器工具・金物ルートを通じて発売します。 

本製品はエア吐出量を従来機比※１１４％向上したほか、「ＡＩモード」※２の改良により、一定時間経過

後の急なエア消費に対応しました。エア抜き時の排出音を低減する消音フィルターを搭載するなど静音

性も向上しています。 

希望小売価格は、１７０，０００円（税込 １８７，０００円）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開発の背景】 

建築現場では、新築戸建施工向けの「大エア量タイプ」のコンプレッサに加え、リフォーム市場やマン

ション・ビル造作向けとして、コンパクトで持ち運びが容易な「ハンディタイプ」が普及しています。近年、

内装作業において大エア供給が必要なねじ打機の使用が進んでおり、ハンディコンプレッサにも大吐出

量が求められています。 

 

本製品は従来機のサイズはそのままに、運転モードのさらなる進化を図り、低圧域(０．５ＭPａ時)のエ

ア吐出量を従来機比※１１４％向上させました。さらに、「ＡＩモード」※２の磨き上げにより、休憩などで一定

時間が経過し、再起動圧が下がった後でも、エアを大量に使う際には起動を早める改良を行いました。 

 

また BluetoothⓇの搭載により、スマートフォンの専用アプリを通じた遠隔操作が可能です。「防犯アラ

ーム」（ＰＡＴ．Ｐ）などの機能を新たに搭載したほか、視認性・操作性を向上した新デザインの本体操作

パネルを採用するなど、使いやすさを追求しました。 

 

本製品は、可搬性のあるハンディタイプでありながらパワフルなエア供給量を備え、遠隔操作もできる

コンプレッサとして、快適な作業を実現します。 

 
※1…従来機「ＡＫ－HL１１１０Ｅ」との比較 

※２…エア消費量に応じて自動でモータを停止・再起動させるための設定圧力を変動するモード。 

 

 

ＡＫ-ＨＬ１１１０Ｅ２

２ 

（証券ｺｰﾄﾞ：6454） 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町 6-6 TEL：03-3669-8106 FAX：03-5644-7520 

総務部 IR・広報・ブランド戦略 SEC  e-mail：irkouhou@max-ltd.co.jp  URL：https://www.max-ltd.co.jp/ 

 

 

https://www.max-ltd.co.jp/


 

2 

【商品の特長】 

○回転数アップで低圧域(０．５MPa時)の吐出量を１４％向上 

 

○専用アプリ「コンプアプリ」と BluetoothⓇ接続によりスマートフォンでエアコンプレッサの操作可能 

 無料アプリ「コンプアプリ」をダウンロードし、BluetoothⓇを使用することで、スマートフォンでエアコンプ

レッサの操作やお客様専用設定ができます。 

離れた場所で作業をしていても、作業中にコンプレッサの電源ＯＮ・ＯＦＦ、運転モードの切り替えや、

「防犯アラーム（ＰＡＴ．Ｐ）」などの操作もスマートフォンから簡単に行え、作業の効率化が図れます。また、

エアコンプレッサのさまざまな状態をスマートフォンへ通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多彩な機能を搭載 

「防犯アラーム」（PAT.P） 作業中に本体の電源プラグが抜ける、抜かれる、ブレーカーが落ちた

時などに、アラームで知らせます。 

「いっぷくタイマアラーム」 

 

休息時間や昼休みなどエアコンプレッサを動かしたくない時に、一定 

時間運転を停止させます。設定時間経過後は、電源を自動でＯＮに 

させアラームが鳴り、作業開始時間を知らせます。 

「ブレーカー落ち軽減モード」 

（PAT.P） 

一度に多数の工具を使用してブレーカー落ちが発生しやすい状況の  

時に、機械の運転を制御しブレーカー落ちを軽減します。 

カスタムモード 停止圧・起動圧を任意で設定し、自分仕様のコンプレッサにすることが 

可能です。 

カレンダー機能 カレンダーに施工記録を写真と文章で残しておくことができ、今後の   

スケジューリングにも使用できます。 

 

１０月１２日に iOS版は暫定版を、Android版は完全版を配信しています。 

※iOS版は２０２０年１２月に完全版を配信予定です。 
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いっぷくタイマアラーム 
 
 

ブレーカー落ち軽減モード（PAT.P） 
 
 

カスタムモード 
 
 

カレンダー機能 
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○ＡＩモードの磨き上げ 

 従来の AI モードでは休憩などで作業時間が空いたあと、再起動に時間がかかる状態となっていました

が、起動のタイミングが早くなるよう改良しました。エアを必要としない場合は、従来通りの無駄のない運

転をする設計になっています。 

 

○本体操作パネルのデザイン刷新 

 「電源」「モード切替」「ブレーカー落ち軽減機能」のスイッチをシンプルに配置し、操作性が向上。また、

モード表示部は選択中のモードのみを表示し、文字背景を光らせることで視認性がよくなりました。 

 

【従来機 AK-HL1110E】 【新製品 AK-HL1110E2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エア抜き時の排出音を低減する、静音性に優れた 

消音フィルターを標準装備 

 

 

 

 

 

【従来機からの機能】 

○こだわりの可搬性 選べる「片手持ち」と「肩掛け」 

手になじむ「片手持ちベルトグリップ」により持ち手の負担を軽減します。また、滑りにくく、軍手をはめ

た手での持ち運びも安心です。グリップは本体３方向から支える形状で、本体幅３０４ｍｍ、グリップから

体への距離も１５２ｍｍと近く、片手持ちでも本体が安定し、狭い場所での移動にも適しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体一体型ショルダーベルトで可搬性はさらにアップします。本体と一体型のためショルダーベルト紛

失の心配もなく、運転時でも取り付け金具の振動音がありません。 
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【ＡＫ-１１１０E２シリーズ】 

標準モデル「ＡＫ－ＨＬ１１１０Ｅ２」のほか、高圧ネイラだけを使うユーザー向けに、高圧取り出し口の

みを装備した「ＡＫ-ＨＨ１１１０Ｅ２」の２機種を同時発売します。 

 

商品名 取り出し口 希望小売価格 

ＡＫ－ＨＬ１１１０Ｅ２ 常圧（２個）・高圧（２個） １７０，０００円（税込１８７，０００円） 

ＡＫ－ＨＨ１１１０Ｅ２ 高圧（４個） １７２，０００円（税込１８９，２００円） 

 

 

 

【商品仕様】  

商品名 ＡＫ－ＨＬ１１１０Ｅ２ ＡＫ－ＨＨ１１１０Ｅ２ 

寸法（高さ×幅×長さ） ３３７×３０４×４９９（ｍｍ） 

質量 １４ｋｇ 

エアタンク容量 ８ℓ 

モータ ブラシレスＤＣモータ １１００Ｗ 

使用電源 ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ共用） 

気筒径×行程×気筒数 １段側６０ｍｍ×２８ｍｍ×１ ２段側４０ｍｍ×１０ｍｍ×１ 

 

 

 静音モード運転時 ＡＩモード運転時 パワーモード運転時 

負荷電流値 最大１２（Ａ） 最大１３（Ａ） 最大１３（Ａ） 

回転速度 最大１６００ｍｉｎ-１ 最大２４５０ｍｉｎ-１ 最大２８００ｍｉｎ-１ 

実吐出量※ 

（ＦＡＤ：フリーエア・デリバリ） 

４６ℓ／ｍｉｎ 

（２．５ＭＰａ時） 

７２ℓ／ｍｉｎ 

（２．５ＭＰａ時） 

７２ℓ／ｍｉｎ 

（２．５ＭＰａ時） 

圧力制御範囲 
ＯＮ圧約２．５ＭＰａ 

ＯＦＦ圧約３．０ＭＰａ 

ＯＮ圧約２．５～３．９ＭＰａ 

ＯＦＦ圧約２．９～４．４ＭＰａ 

ＯＮ圧約３．９ＭＰａ 

ＯＦＦ圧約４．４ＭＰａ 

減圧弁の圧力調整範囲 

減圧弁（Ｈ）高圧０．１～２．４５ＭＰａ 

（約１～２５Kｇｆ／ｃｍ２） 

減圧弁（Ｌ）常圧０．１～０．８３ＭＰａ 

（約１～８．５Kｇｆ／ｃｍ２） 

減圧弁（H）０．１～２．４５ＭＰａ 

（約１～２５Kｇｆ／ｃｍ２） 

※容積形圧縮機の試験規格 ISO１２１７(JIS B ８３４１)による測定値 

 

 

 

≪お客様からのお問い合わせ窓口≫  ０１２０－２２８－３５８ 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

総務部 ＩＲ・広報・ブランド戦略セクション ℡.０３－３６６９－８１０６ 

報道に関するお問い合わせは、こちらまで 

※本リリースに記載されている内容は発表時点の情報です。内容が変更となる場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

http://wis.max-ltd.co.jp/toiawase/toiawase_form.html?jk=0&title=%A5%D7%A5%EC%A5%B9%A5%EA%A5%EA%A1%BC%A5%B9%A1%A7%A5%CF%A5%F3%A5%C7%A5%A3%A5%B3%A5%F3%A5%D7%A5%EC%A5%C3%A5%B5%A1%D6%A3%C1%A3%CB%A1%BD%A3%C8%A3%CC%A3%B1%A3%B1%A3%B1%A3%B0%A3%C5%A3%B2%A1%D7%BF%B7%C8%AF%C7%E4%A4%CB%A4%C4%A4%A4%A4%C6

